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下水流臼太鼓踊の現在の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈北京オリンピック前 宮日新聞記事〉  県指定（国選択）の無形

民俗文化財である下水流

臼太鼓踊が中国の北京市

が主催する国際イベントに

参加した。九州代表として、

そして初の本格的海外公

演である。 

 保存会(橋口昭彦団長、

34人)のうち団長を含む２８

人が北京入りした。 

 橋口団長は「西都と宮崎

をアピールするよい機会。

ダイナミックな踊りをぜ

ひ、中国の人々に見てもら

いたい。」と話していた。 

【宮崎日日新聞２００７．９．１７】 

東京オリンピック民俗芸

能公演や国選択無形文化

財に指定されたりするなど

伝統のある下水流臼太鼓

踊。平成 19 年 9 月 22 日に

は、中国・北京市で北京オリ

ンピックのプレイベントとし

て開催された第 10 回北京

国際旅遊文化節。このイベ

ントに下水流臼太鼓踊保存

会が日本代表として臼太鼓

踊を披露した。 

保存会の会長を務める

橋口昭彦さんは「思った以

上に声援がすごかったので

大変驚きました。スターみ

たいな気分で気持ちよく踊

れました。」と笑顔で話して

いた。保存会会長 2 年目を

務める下水流地区在住の

50歳である。 


